
小4 くらしの中の和と洋

研究主題 「確かな国語力を育むための国語教育の在り方」

－説明文における文章構成の読み取りを生かして，表現力の向上を育てる指導の工夫について－

日立市立会瀬小学校 小泉 知子

１ はじめに

学習指導要領の改訂では，「思考力・判断力・表現力等の育成」がポイントの 1 つとなっており，「各教科
等においては，国語科で培った能力を基本に言語活動を充実する」ことが必要とされている。つまり，国語

科は各教科の学習につながるもので，言語能力を高めることが大きな役割を担っているということである。

３・４年生の「C読むこと」の指導事項は「エ目的や必要に応じて，文章の細かい点に注意しながら読み，
文章などを引用したり要約したりすること」である。これまで説明的な文章の指導は，－①全文を読み，初

発の感想を書く。②段落に分け，内容の要約をする。③筆者の考えを読み取る。－というものが一般的であ

った。しかし，与えられた文章の読み取りで終わる受動的な学習では，各教科等の学習に生かすことは難し

いのではないだろうか。そこで，本単元では，普段の生活の中に「和」と「洋」を見出したり，「『くらしの

中の和と洋』ブック」を書くために，読むことを「目的」とした言語活動を進めることが大切であると考え，

本主題を設定した。

２ 研究の仮説

（１） 説明文の文型パターンや構成の良さをとらえて読めば，論理的に表現する力がつくであろう。

（２） いろいろな資料から必要な情報を探して読み取ったり，書いた文章を児童同士でアドバイスし合え

ば，意欲的な学習が展開されるであろう。

３ 実践事例

（１）学習指導案

本時のテーマ：対比する言葉を手がかりに，書かれている内容を読み取りまとめる力を高める指導

の在り方

１ 単元名 くらしの中の和と洋

２ 目標

◯ くらしの中の和と洋に関心をもって読み，関連する本や資料などから情報をまとめようとしている。

(国語への関心・意欲・態度）

◯ 本や資料から情報を集め，自分が書きたいことを整理して書くことができる。 （書くこと)

◯ 和と洋のそれぞれの良さを比べて読み，生活に応じて使い分けられていることを読み取ることができ

る。 (読むこと)

◯ 図鑑や事典などを読んで利用することができる。 (伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

３ 単元の構成について

（１）単元について

本教材の重点指導事項は，Ｃ読む（１）イ「目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係

や事実と意見の関係を考え，文章を読むこと。」および，エ「目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点

に注意しながら読み，文章を引用したり要約したりすること。」である。そのための言語活動として，接続

語や指示語の意味や役割を理解し，対比や順序に着目して読み取る事が必要とされ，Ｂ（２）ウ「収集した

資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。」C（２）イ「記録や報告の文章，図鑑や事典などを
読んで利用すること。」などに対応する。また，本単元では，「広告と説明書を読みくらべよう」で比較し合

って文章を読んだことを受けて，目的に応じて，文章から必要な情報を読み取る力と考えをもって書いたこ

とを読み合う活動へ進める。

（２）児童の実態 （H23 10月 3日 男子 13名 女子 14名 計 27名実施）
本学級の児童は読書を好む児童が多いが，説明文 1 読書は好きですか。 はい 23名 いいえ 4名

を読むことを好む児童は半数である。家に和室があ 2 説明文を読むことは好きですか。

る児童は 25名おり，畳の部屋ではいろいろな座り はい 14名 いいえ 13名
方ができると分かっている。食事などでは洋式の生活をしているが，洋式の良さについて言葉でまとめるこ



とができる児童は少ない。１学期の説明文の読み取りテストでは，書かれている内容を２つに整理してまと

める問題での誤答が多く，長い文章を整理して読むことや細かい読み取りを苦手とする児童が多い。また，

本やインターネットなどから調べることを好む傾向にあるが，引用したことを生かしていくことが十分にで

きていない。

（３）指導にあたって

本教材は身近な「住」を例として日本の文化と外国の文化の違いや良さを対比しながら分かりやすく説明

している。そこで，和と洋の文化について何をどのように比較しているのか，順序を表す言葉や比べる言葉

に着目して読み取っていく。読み取りや資料を基に調べる活動を通して，自分たちの生活は，それぞれの文

化を上手に取り入れて暮らしていることを見いだし，「『くらしの中の和と洋』ブック」にまとめ，身近な暮

らしの中から「衣」「食」へと児童の視野が広がるようにする。そのために，資料として文化の違いが分か

る本を用意し，それを活用をすることにより意欲的に調べ，要点をとらえたり，必要な情報から文章を引用

して自分の考えをまとめたりすることができるようにする。

４ 学習計画（１１時間取り扱い） ○は本時

次 時 主な学習活動 評 価 の 計 画

・教材文を読み，「『くらしの中の和 ・「和」と「洋」に関心をもって読み，「『くらしの中の和と洋』
１
１ と洋』ブック」を作る見通しをも ブック」を作ろうとする意欲をもっている。

つ。 （発表，ノート<国語に関する関心・意欲・態度>）

２
・和室と洋室の過ごし方の違いを読 ・比較の言葉や具体的な事例に着目して，洋室と和室の使い

み，その良さを読み取る。 方の違いと良さを読み取っている。

（発表・ノート<読む能力>）

③
・洋室と和室の使い方の違いを読み，・比較の言葉や具体的な事例に着目して，和室と洋室の過ご

２ その良さを読み取る。 し方の違いと良さを読み取っている。

（発表・ノート<読む能力>）

４
・全体を５つのまとまりに分け，文 ・大事な言葉を手がかりにまとまりごとに小見出しをつけ，

章構成を確かめる。 段落相互の関係をとらえている。

（発表・ノート<読む能力>)

・自分たちの生活の中にある「「和」 ・生活の中から「和」と「洋」を対比して考えることができ

５ と「洋」を探し，調べたい課題を るものを探して，選んでいる。

３

～

もつ。 (ノート・発表<言語に関する知識･理解･技能>)

11 ・自分が決めた和と洋の課題につい ・和と洋について調べたことを対比の表現や引用などを使っ

て調べたことを文章にまとめて読 てまとめ，感想や意見をもっている。

み合う。 (ブック･ノート＜書く能力,言語に関する知識･理解･技能, 国
語に関する関・意・態>)

５ 本時の指導

（１）目標

・対比している言葉に着目して，洋室と和室にどのような良さがあるのかを読み取ることができる。

（２）準備・資料

①前時の読み取り表 ②写真(和室，洋室） ③本文（掲示用） ④振り返りカード

（３）展開 ◎は個に応じた手立て ○評は評価

学習活動・内容 準備･資料 指導上の留意点と評価

１ 本時の課題を知る。 ① ・部屋の過ごし方の違いにふれ，本時は使い方の違

いを読み取ることを確認する。

洋室と和室の使い方をくらべて，それ ・形式段落⑪から⑬までを各自微音読するように伝

ぞれの良さを読み取ろう。 える。

◎音読が苦手な A 児，B 児には，近くで寄り添って
２ 洋室と和室の良さをまとめて，話し合 ② 最後まで読めるように支援する。

う。 ③ ・２つの部屋を対比する「これに対して」という言

（１）個人でまとめる。 葉から，⑬からは和室の説明になっていることを



洋室 確認する。

・その部屋で何をするかがはっきりして ・それぞれの部屋の良さにサイドラインを引いて，

いて使いやすい。 ノートに短くまとめるように助言する。

和室 ・良さをまとめるときには，具体例を除いてまとめ

・１つの部屋をいろいろな目的で使える ると簡潔になることを助言する。

良さがある。 ◎まとめることが困難と思われる A 児，B 児には，
（２）ペアで修正する。 まず，「和室」と「良さ」，「洋室」という言葉を探

させて，まとめるように支援する。

・ノートの修正をするときには，書き加えたり，消

しゴムを使わずに線を使って消したりして，自分

の読み取りがどう変わったのかが分かるようにす

（３）全体で確かめる。 る。

・「これに対して」という言葉で文章をつなぐと，比

較していることがはっきりすることを確認する。

○評対比している言葉に着目して，洋室と和室のそ

れぞれの良さを読み取ることができたか。

３ まとめの段落を読む。 (ノート・発表<読む能力>)

・洋室や和室の違いや良さについて感 ・⑭～⑮段落を範読する。

じたことを発表し合って交流する。 ・「このように見てくると」とは，どこを指し示すの

かを確認する。

・自分の経験と重ね合わせて考えることによって，

和と洋の良さを探そうとする意欲がもてるように

４ 振り返りカードを書き，次時の学習で ④ する。

は，自分の課題作りをすることを知る。 ・感じたことや思ったことを振り返りカードに書く

ことによって，本時の学習についてまとめる。

・次時は，自分の課題作りをすることを伝える。

（２） 指導の実際

① 必要な情報を積極的に探して読み，２つの物をどのように比べて書いているのかを学ぶ工夫

ア 「『くらしの中の和と洋』ブック」を書く，という目的意識をもって学習する単元の構成をした。興

味をもった，暮らしの中の日本文化と外国の文化ついて調べ，分かったことについて文章を書けるよ

うにする。そのために，単元に入る前に「和」と「洋」の違いが分かる本を，記念図書館から５０冊借

りた。その本は，教室の後ろに広げて置き，いつでも手に取れるようにした。情報収集の段階になって

からは，図書室からも参考になりそうな図書を,児童自身が司書教諭に相談しながら探しだした。
(資料①)

イ 対比されている内容の読み取りでは，読み取り表は教師が提示したが，ノートに書くことを基本と

した。ワークシートの穴埋めで読み取るのでなく，自分で読み取ったことやまとめをノートに書き，隣

の人と比べ合ったり，全体で話し合ったりして確かめた。 (資料②)

ウ 教材文を読み取るときに，文章の中から「和」と「洋」についての「良さ」・「違い」・「比べる言葉」

に着目するようにした。２つの物を比べて書く筆者の書き方の良さや，引用するときの留意点などを

読み取ることにより，自分が文章表現をする際に生かすことができるようにした。また，本文は縦書き

であるが，後半のメモを作る時には横書きになっているため，必要に応じて，横書きの板書構成にした。

(資料③)

② 意欲的な学びのために

ア 単元に入ってすぐに，身近な「和」と「洋」を意識させるために，自分が見つけた「和」と「洋」の

表を掲示した。そして，児童が見つけたものを付箋にして貼らせた。家族に聞いたり，今まで意識しな

かったことに目を向けたりして，説明文を書こうとする意欲につながっていった。 (資料④)

イ 学習の見通しをもたせるために，振り返りカードを活用した。次にどのような学習をするのかが分

かることから，意欲的に学ぼうとすることができた。授業の終わりには，自分がどのような活動をし



たのかを振り返って発表させた。分かったことや頑張ったことなどの友だちの感想を聞いて，自分も

頑張ろうとする気持ちが高まった。 (資料⑤）

ウ 清書する前に，書いた作文を友だち同士で読み合うようにした。表現の工夫を教え合ったり，誤字

脱字などをお互いに直し合うことによって，さらに良い文章表現をしようとする姿が見られた。既習

漢字を使って書くことも意識された。清書後はテーマごとに読み合い，感想を書いた。 (資料⑥)

４ 研究の結果

（１）仮説１について

従来行われてきた説明文の内容の読解と文章構成をとらえるための話し合いから，本教材では，ど

のような文型で論理的に説明がなされているのかを読み取ることにより，２つの物を比べて書くとき

の表現の仕方が分かり，自分の文章表現に生かすことができた。書き方が分かることにより，今まで

作文を書くことに抵抗があった児童も，自分から書こうとする姿が見られた。また，段落に気を付け

て書くことができるようになった。

（２）仮説２について

記念図書館で多くの本借りることができたことで，目的にあった資料の読み方や索引や目次を使っ

て調べたり，必要なことを要約したり引用して書いたりする力がついた。また，書いた文章を友だち

同士で読み合うことにより，今まで気付かなかった情報に気がついたり，粘り強く文章を書こうとす

ることができた。

５ 今後の課題

説明文を単なる読解とするのではなく，読み取ったことを基にして書き方を学んでいけば，書きたい

と思う気持ちが高まるのではないかと思った。また，書いたことを話し合いにつなげていけば，さらに

表現力が育まれるのではないかと思う。国語科で充実させた言語活動を各教科等でも生かし，さらに思

考力・判断力・表現力を培っていきたい。
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